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藤
心
で
カ
ブ
作
り
に
取
り
組
む
金
子
恭
久
さ
ん
は
、
大
学
卒
業

を
機
に
家
業
で
あ
る
農
業
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
今
年
で
14
年
。

に
付
け
て
い
っ
た
金
子
さ
ん
で
す
が
、
今
で
は
市
場
関
係
者

の
評
価
も
高
く
、
年
間
２
０
０
日
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
荷
を
続
け

て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
は
「
食
味
」
と
「
鮮
度
」
。
優
良
な
カ
ブ
を
均
質
に

安
定
し
て
出
荷
す
る
為
、
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
は
特
に
気
を
付

け
て
い
る
と
の
こ
と
。
永
年
培
っ
て
き
た
信
頼
が
一
番
の
財
産
で

あ
り
、
喜
び
と
言
い
ま
す
。
今
後
は
雇
用
を
増
や
し
、
畑
を
拡
大

し
て
経
営
を
伸
ば
し
た
い
と
語
る
金
子
さ
ん
。
頑
張
っ
た
分
だ
け

認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
農
業
の
魅
力
と
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

新
し
く
農
業
を
始
め
ら
れ
る
方
に
向
け
て
「
柏
は
市
場
や
道
の

駅
も
近
く
、
販
路
も
多
い
こ
と
か
ら
、
作
り
た
い
野
菜
を
作
る
こ

と
が
出
来
る
良
い
環
境
。
周
り
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
是
非

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
」
と
応
援
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

柏
の
野
菜
が
今
以
上
に
ブ
ラ
ン
ド
力
を
付
け
て
、
市
外
か
ら
も

買
い
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
将
来
を
語
る
金
子
さ
ん

の
夢
は
大
き
く
、
そ
の
力
強
い
眼
差
し
が
印
象
的
で
し
た
。

〜 金
かね

子
こ

恭
たか

久
ひさ

さ ん 〜

藤心で高品質なカブを生産する若手の雄

金子さんが心を込めて育てたカブ

始
ま
り
こ
そ
お
父
様
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
手
探
り
で
技
術
を
身

か
ら

全国農業新聞で情報収集 令和２年産

たけのこ販売

柏
市
農
業
委
員
会
の
総
会
等
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
申
請
締
切
日
は
原
則
と

し
て
毎
月
２
５
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は

前
日
）
と
な
り
ま
す
。

な
お
申
請
は
余
裕
を
も
っ
て
締
切
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
事
前
ご
相
談
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 会場は市役所 別館４階 第５会議室を予定していますが、

変更となる場合もあります。

※ 市街化区域の転用届は随時（平日午後４時３０分まで）

受付しています。

令和２年度 農業委員会総会等の日程

令和２年 　３月２５日（水） 　４月　６日 （月） 　　４月　　７日 （火） 　４月１０日 （金）

〃 　４月２０日（月） 　４月３０日 （木） 　　５月　　１日 （金） 　５月　８日 （金）

〃 　５月２５日（月） 　６月　１日 （月） 　　６月　　２日 （火） 　６月　８日 （月）

〃 　６月２５日（木） 　７月　６日 （月） 　　７月　　７日 （火） 　７月１０日 （金）

〃 　７月２２日（水） 　８月　３日 （月） 　　８月　　４日 （火） 　８月　７日 （金）

〃 　８月２５日（火） 　９月　２日 （水） 　　９月　　３日 （木） 　９月　８日 （火）

〃 　９月２５日（金） １０月　５日 （月） １０月　　６日 （火） １０月　９日 （金）

〃 １０月２３日（金） １１月　４日 （水） １１月　　５日 （木） １１月１０日 （火）

〃 １１月２５日（水） １２月　２日 （水） １２月　　３日 （木） １２月　９日 （水）
令和２年/令和３年 １２月１７日（木） １２月２４日 （木） １２月２５日 （金） 　１月　８日 （金）

令和３年 　１月２５日（月） 　２月　１日 （月） 　　２月　　２日 （火） 　２月　５日 （金）

〃 　２月２５日（木） 　３月　４日 （木） 　　３月　　５日 （金） 　３月　９日 （火）

〃 　３月２５日（木） 未定 未定 未定

面接調査現地調査
総会日程申請締切日

調査会日程

●
毎
週
金
曜
発
行

●
月
額
７
０
０
円

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
全
国
農

業
会
議
所
が
発
行
す
る
農
家
の

皆
さ
ん
の
為
の
専
門
紙
で
す
。

最
新
の
役
立
つ
情
報
が
満
載

さ
れ
た
「
全
国
農
業
新
聞
」
を

購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

出
荷
及
び
販
売
の
流
れ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

今
春
に
県
が
柏
市
内
で
実
施
す
る
出
荷
前
検
査
（
無
作
為
に

１
ヶ
所
）
の
結
果
が
基
準
値
（
１
０
０

／

）
以
下
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
次
第
、
出
荷
可
能
で
す
（
こ
れ
ま
で
市
で
未

検
査
の
竹
林
を
含
む
）
。
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

柏
市
役
所

農
政
課

電
話

０
４

７
１
６
７

１
１
４
３



（５） （２）

　
令
和
元
年
10
月
10
日
（
木
）・
11
日
（
金
）

両
日
、
国
際
農
業
資
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
幕
張

メ
ッ
セ
）
、
全
農 

営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
（
平

塚
市
）
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
御
殿
場
（
御
殿
場

市
）
に
お
い
て
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
に
よ
る
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
柏
市
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
農
業
従
事

者
が
減
少
す
る
中
、
今
後
一
層
効
率
的
な

農
業
経
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、
最
先

端
の
農
機
具
や
耕
作
技
術
に
つ
い
て
、
幅

広
い
知
見
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
市
の
農
業
政
策

に
対
す
る
要
望
は
、
従
来
の
「
建
議
」
か

ら
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
係
る
「
意

見
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11
月
21
日
、
農
業
委
員
会
（
染

谷
茂
会
長
）
よ
り
柏
市
（
秋
山
浩
保
市
長
）

へ
提
出
さ
れ
た
「
意
見
」
並
び
に
柏
市
か

ら
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

農地利用最適化推進施策に係る意見

1

　担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

(1)
　地
域
情
報
の
収
集
と
共
有

　
各
地
域
の
農
業
者
と
積
極
的
に
情
報
交
換
し
、
農
地
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
等
、

健
全
な
農
業
経
営
の
実
現
と
的
確
な
支
援
実
施
に
資
す
る
必
要
な
情
報
を
収
集

し
、
引
き
続
き
関
係
機
関
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
の
地
域
農
業
を
担
う
農
業
者
に

農
地
を
集
積
・
集
約
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
施
策
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
中
間
管
理
機
構
を
は
じ
め
、
農
業
委
員
会
、
東
葛
飾
農
業
事

務
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
、
地
域
の

状
況
等
農
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
促
進
に
繋

が
る
よ
う
、関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
及
び
情
報
共
有
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(2)
　担
い
手
（
貸
し
手
と
借
り
手
）
情
報
の
共
有

　
年
々
減
少
を
続
け
る
農
地
の
生
産
性
を
高
め
、
効
率
的
な
経
営
を
実
現
す
る

為
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
貸
し
手
と
借
り
手

の
情
報
を
必
要
な
範
囲
で
、
こ
れ
か
ら
も
共
有
で
き
る
環
境
を
整
備
さ
れ
る
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
を
進
め
て
い
く
に
は
、
貸
し
手
と
借

り
手
の
情
報
収
集
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
域
農
業
者
と
の
座
談
会
や
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
貸
し
手
と
借
り

手
の
情
報
収
集
に
努
め
、
農
業
委
員
会
や
中
間
管
理
機
構
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
機
関
と
情
報
共
有
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(3)
　次
世
代
の
育
成

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
深
刻
さ
を
増
す
中
、
担
い
手
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
意
欲
や
知
識
を
向
上
さ
せ
る
為
、
各
種
技
能
研
修
や
若
手
農
業
者
と
熟
練

農
業
者
と
の
意
見
交
換
、
課
題
解
決
を
図
る
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
等
、
今
後
共
、
次

世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
家
出
身
者
以
外
か
ら
の
参
入
及
び
農
業
後
継
者
を
増
や
す
た
め
の
取
組
み
と

し
て
、
各
種
補
助
金
制
度
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
千
葉
県
等
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
育
成
セ
ミ
ナ
ー
や
農
業
者
同
士
が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、農
業
委
員
会
、千
葉
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(1)
　農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用

　
各
地
区
の
農
業
委
員
の
他
、
農
業
者
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
遊
休
農

地
（
空
き
農
地
）
の
実
情
を
把
握
す
る
と
共
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
を
通
じ
て
借

り
手
を
募
る
な
ど
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

柏
市
で
は
、
中
間
管
理
機
構
や
千
葉
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
担
い
手

の
農
地
集
積
を
進
め
て
お
り
、
平
成
30
年
度
末
時
点
で
１
２
４
．
３
ｈ
ａ
の
農
地
を
中
間

管
理
機
構
を
通
じ
て
担
い
手
へ
集
積
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
農
業
委
員
会
を

は
じ
め
、
千
葉
県
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
遊
休
農
地

の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(2)
　有
効
利
用
策
の
検
討

　
借
り
手
の
い
な
い
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
市
民
農
園
な
ど
の
活
用
法
を
検
討
す
る
な

ど
、
他
市
の
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
、
積
極
的
に
有
効
利
用
の
方
策
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 
こ
れ
ま
で
に
、
遊
休
農
地
に
ひ
ま
わ
り
を
植
栽
し
、
ひ
ま
わ
り
畑
と
い
う
新
た

な
地
域
の
魅
力
を
作
り
出
す
と
と
も
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
か
ら
油
を
精
製
し
て
地
域
の
産

品
と
す
る
取
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
視
点
か
ら
遊
休
農
地
の

有
効
利
用
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

2

　遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

回 

答

回 

答
回 

答
回 

答

回 

答

農地を貸したい方、借りたい方 募集しています

−
−

●
農
業
か
ら
の
引
退
を
考
え
て
い
る
。

●
相
続
し
た
農
地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
。

●
水
田
を
や
め
て
畑
に
専
念
し
た
い
。
等
々

何
ら
か
の
事
情
で
農
地
を
貸
し
出
し
た
い
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
社
団
法
人
千
葉

県
園
芸
協
会
）
が
農
地
の
借
り
手
を
探
し
、
賃

料
支
払
い
等
の
仲
介
を
行
い
ま
す
。

出
し
手
は
、
地
域
の
農
地
の
一
定
割
合
（
２

割
超
）
を
機
構
に
貸
し
出
す
場
合
、
個
人
が
一

定
の
要
件
（
連
続
し
た
２
筆
以
上
の
農
地
を
貸

す
）
を
満
た
す
場
合
、
離
農
す
る
場
合
な
ど
、

協
力
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

担
い
手
は
、
機
構
か
ら
ま
と
ま
っ
た
農
地
を

借
り
て
集
約
化
で
き
る
他
、
出
し
手
が
複
数
の

場
合
で
あ
っ
て
も
契
約
は
機
構
と
結
ぶ
だ
け
で

賃
借
料
支
払
い
の
事
務
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

耕
作
し
き
れ
な
い
農
地
を
貸
し
出
し
た
い

方
、
農
地
を
借
り
て
規
模
拡
大
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
、
先
ず
は
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

農
地
中
間
管
理
機
構

（
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会
）

電
話

０
４
３

２
２
３

３
０
１
１

農地中間管理機構

（千葉県園芸協会）

借受貸付

農業用ビニールの捨て方
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

柏
市
役
所

農
政
課

電
話

０
４

７
１
６
７

１
１
４
３

廃
棄
物
政
策
課

電
話

０
４

７
１
６
７

１
１
４
０

使
用
済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
は
、
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
と
し
て
ご
み
集
積
所
に
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
ご
み

集
積
所
に
出
さ
れ
た
場
合
、
違
反
ご
み
と

し
て
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
誤
っ
て
清

掃
工
場
な
ど
に
搬
入
さ
れ
る
と
、
そ
の
除

去
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
て
お

り
、
作
業
効
率
に
悪
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
を
捨
て
る
際
は
、

柏
市
園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協
議

会
も
し
く
は
産
業
廃
棄
物
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

機械に絡みついた農業用ビニールを除去しているところ

視察研修報告



（３） （４）

(2)
　優
良
農
地
の
保
全
及
び
基
盤
強
化

　
優
良
農
地
の
生
産
性
を
高
め
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
地
の
浸
水
被
害
等
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
手
賀
沼
周
辺
の
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
や
北
部
地
区
に
お
け
る
江

川
土
地
改
良
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
近
隣
自
治
体
と
も
連
携
し
、
そ
の
推
進
を
国
や
県
に

働
き
か
け
、
農
業
者
が
安
心
し
て
耕
作
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　

 

手
賀
沼
や
利
根
川
周
辺
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
用
水
路
や
揚
排
水
機
場
と
い
っ

た
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
農
業
施
設
の
基
盤
整
備
の
強
化
や
更
新
を
計
画
的
に

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
近
隣
自
治
体
や
土
地
改
良
区
等
と
連
携
し
、
基

盤
強
化
が
適
切
に
図
ら
れ
る
よ
う
国
・
県
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
で
、
農
地
の
生
産
性

を
高
め
、
農
業
者
が
安
心
し
て
耕
作
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(3)
　ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　
物
流
の
発
展
に
よ
っ
て
多
様
な
品
目
が
市
場
に
飽
和
す
る
中
、
柏
市
産
の
農
産
物
の
差

別
化
を
図
り
、
付
加
価
値
を
高
め
る
施
策
を
講
じ
る
と
共
に
、
農
産
物
の
安
全
性
や
品
質

向
上
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
業
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
柏
市
産
農
産
物
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
啓
発
品
等
を
広
く
内
外
に
配
布
し
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
で
、
柏
市
産
農
産
物
の
認
知
度
の

向
上
を
図
り
、
地
産
地
消
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
農
産

物
の
定
期
的
な
放
射
線
測
定
を
行
い
、
柏
市
産
農
産
物
の
安
全
性
を
消
費
者
に
お
知
ら
せ

し
て
い
く
と
と
も
に
、
農
薬
の
適
正
使
用
な
ど
、
農
業
者
や
農
業
協
同
組
合
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(4)
　食
育
の
普
及

　
地
産
地
消
の
推
進
の
他
、
健
康
や
農
業
な
ど
、
多
面
的
な
関
心
を
喚
起
す
る
食
育
に
つ

い
て
、
柏
市
産
の
農
産
物
普
及
の
み
な
ら
ず
、
次
世
代
を
担
う
農
業
者
育
成
の
観
点
か
ら

も
、
公
民
学
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
そ
の
一
層
の
普
及
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　

 

現
在
、
保
健
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
、
市
内
の
学
校
・
保
育
園
・

病
院
等
市
内
施
設
の
栄
養
士
等
に
向
け
た
、
柏
の
農
業
に
関
す
る
研
修
会
の
他
、
小
学
生

の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
柏
の
農
と
の
ふ
れ
あ
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
作
成
、
農
業
者
に

よ
る
小
学
校
へ
の
出
前
講
座
な
ど
、
柏
の
農
業
の
特
徴
や
魅
力
、
課
題
に
つ
い
て
伝
え
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
事
業
者
及
び
教
育
機
関
と
も
連
携
し
、
市

内
小
学
生
や
幼
稚
園
児
を
対
象
に
、
稲
刈
り
や
さ
つ
ま
い
も
収
穫
体
験
と
い
っ
た
、
子
供

が
農
業
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
多
様
な
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
食
育
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

回 

答
回 

答
回 

答

(3)
　解
消
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

　
遊
休
農
地
や
自
作
地
に
近
接
す
る
遊
休
農
地
を
借
り
受
け
て
耕
作
管
理
す
る
場
合

な
ど
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
自
主
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
農
業
者
に
対
し
て
支
援

を
行
い
、遊
休
農
地
の
解
消
及
び
生
産
性
の
拡
大
を
図
ら
れ
る
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 
柏
市
に
お
い
て
も
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
新
た
な
遊
休
農
地
の

発
生
等
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
自
主
積
極
的
な
取
り

組
み
を
行
う
農
業
者
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
、
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の
各
種
補

助
金
制
度
の
活
用
を
通
じ
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
所
管
す
る
農
業
委
員
会
と
連
携
し
、
遊
休
農
地
に
隣
接
す
る
農
地
の

耕
作
者
や
地
域
の
担
い
手
等
に
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
遊
休

農
地
の
解
消
だ
け
で
な
く
生
産
性
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

(1)
　支
援
策
の
紹
介
と
地
域
交
流

　
新
規
就
農
者
や
農
地
所
有
適
格
法
人
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
国
や
県
、

関
係
機
関
に
よ
る
適
切
な
支
援
策
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
既
存
農
業
者
と
の
交
流
の

場
を
設
け
る
な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
新
規
参
入
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
、
こ

れ
か
ら
も
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
家
出
身
者
以
外
の
方
の
新
規
参
入
を
促
進
す
る
な
ど
、
新
た
な
担
い
手
の

確
保
は
重
要
な
施
策
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
新
規
就
農
相
談
が
あ
っ
た

際
に
は
、
農
業
大
学
校
で
の
研
修
の
ご
案
内
は
も
と
よ
り
、
既
存
農
業
者
と
の
繋
が

り
を
持
ち
な
が
ら
実
践
的
な
農
業
研
修
が
行
え
る
よ
う
、
新
規
就
農
者
と
市
内
農
家

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
就
農
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
農
業
委
員
会
、
農
業
事
務
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
就
農
後
も
安

心
し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

(1)
　農
業
振
興
地
域
・
農
用
地
区
域
の
再
検
討

　
農
業
地
域
を
保
全
・
形
成
し
、
公
共
投
資
そ
の
他
農
業
振
興
に
関
す
る
施
策
の
推

進
を
目
的
と
し
た
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
上
の
農
地
区
分
に
つ
い
て
、
そ
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、指
定
区
域
の
調
査
並
び
に
見
直
し
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
や
時
世
の
流
れ
に

即
し
た
農
業
振
興
地
域
及
び
農
用
地
区
域
の
設
定
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
今
後
５
年
間
の
農
業
政
策
の
方
向
性
を
定
め
る
「
柏
市
都
市
農
業
振
興

計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、当
該
計
画
の
策
定
と
合
わ
せ
、

指
定
区
域
の
調
査
・
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

4

　そ
の
他

3

　新
規
参
入
の
促
進

回 

答
回 

答
回 
答

賃借料情報

農業委員・農地利用最適化推進委員による調査

遊休農地（利用状況）調査結果

※１ データ数は集計に用いた筆数である。

※２ 賃貸料を物納支給（水稲）としている場合は、 当たり 円に換算している。

※３ 金額は算出結果を四捨五入し、 円単位としている。

※４ 柏市平均（参考）の平均額は、各区分の平均値をデータ数により加重平均した値である。

※５ 必要データ数を 件以上としている為、数値が出ていない地域がある。

平均額 最高額 最低額 データ数

基盤整備地域 22,000円 22,500円 15,000円 92

未整備地域 ― ― ― 0

基盤整備地域 22,400円 22,500円 20,000円 96

未整備地域 ― ― ― 0

22,200円 ― ― 188

平均額 最高額 最低額 データ数

基盤整備地域 13,300円 22,500円 5,000円 11

未整備地域 16,000円 20,000円 8,600円 14

基盤整備地域 19,900円 20,000円 19,800円 18

未整備地域 16,900円 27,200円 6,700円 16

16,500円 ― ― 59

旧沼南町地域

柏市平均（参考）

旧柏市地域

旧沼南町地域

締結（公告）された地域名

１　田（水稲）の部

柏市平均（参考）

２　畑（普通畑）の部

締結（公告）された地域名

旧柏市地域

（単位面積：㎡） 表内（ ）は農用地区域内

農
業
委
員
会
で
は
毎

年
、
遊
休
農
地
（
利
用
状

況
）
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

遊
休
農
地
を
確
認
後
、

所
有
者
へ
意
向
調
査
を
行

い
、
今
後
の
利
用
の
意
思

や
農
地
中
間
管
理
機
構
へ

の
貸
付
希
望
等
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

農
地
の
所
有
者
は
農
地

を
適
正
に
管
理
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

柏 158 （9） 53,482 （4,013） 25 （0） 8,408 （0） 183 （9） 61,890 （4,013）

田中 14 （0） 12,196 （0） 19 （5） 18,552 （9,392） 33 （5） 30,748 （9,392）

土 10 （6） 8,174 （6,294） 12 （0） 9,297 （0） 22 （6） 17,471 （6,294）

富勢 19 （8） 21,058 （10,871） 30 （23） 46,475 （40,553） 49 （31） 67,533 （51,424）

風早 89 （49） 71,774 （41,504） 35 （9） 36,489 （9,325） 124 （58） 108,263 （50,829）

手賀 274 （128） 171,742 （99,297） 154 （8） 95,543 （5,246） 428 （136） 267,285 （104,543）

合計 564 （200） 338,426 （161,979） 275 （45） 214,764 （64,516） 839 （245） 553,190 （226,495）

合計

筆数 面積
地区

筆数 面積

田 畑

筆数 面積

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で
に
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ

当
た
り
）は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。



（５） （２）

　
令
和
元
年
10
月
10
日
（
木
）・
11
日
（
金
）

両
日
、
国
際
農
業
資
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
幕
張

メ
ッ
セ
）
、
全
農 

営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
（
平

塚
市
）
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
御
殿
場
（
御
殿
場

市
）
に
お
い
て
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
に
よ
る
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
柏
市
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
農
業
従
事

者
が
減
少
す
る
中
、
今
後
一
層
効
率
的
な

農
業
経
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、
最
先

端
の
農
機
具
や
耕
作
技
術
に
つ
い
て
、
幅

広
い
知
見
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
市
の
農
業
政
策

に
対
す
る
要
望
は
、
従
来
の
「
建
議
」
か

ら
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
係
る
「
意

見
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11
月
21
日
、
農
業
委
員
会
（
染

谷
茂
会
長
）
よ
り
柏
市
（
秋
山
浩
保
市
長
）

へ
提
出
さ
れ
た
「
意
見
」
並
び
に
柏
市
か

ら
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

農地利用最適化推進施策に係る意見

1

　担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

(1)
　地
域
情
報
の
収
集
と
共
有

　
各
地
域
の
農
業
者
と
積
極
的
に
情
報
交
換
し
、
農
地
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
等
、

健
全
な
農
業
経
営
の
実
現
と
的
確
な
支
援
実
施
に
資
す
る
必
要
な
情
報
を
収
集

し
、
引
き
続
き
関
係
機
関
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
の
地
域
農
業
を
担
う
農
業
者
に

農
地
を
集
積
・
集
約
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
施
策
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
中
間
管
理
機
構
を
は
じ
め
、
農
業
委
員
会
、
東
葛
飾
農
業
事

務
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
、
地
域
の

状
況
等
農
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
促
進
に
繋

が
る
よ
う
、関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
及
び
情
報
共
有
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(2)
　担
い
手
（
貸
し
手
と
借
り
手
）
情
報
の
共
有

　
年
々
減
少
を
続
け
る
農
地
の
生
産
性
を
高
め
、
効
率
的
な
経
営
を
実
現
す
る

為
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
貸
し
手
と
借
り
手

の
情
報
を
必
要
な
範
囲
で
、
こ
れ
か
ら
も
共
有
で
き
る
環
境
を
整
備
さ
れ
る
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
を
進
め
て
い
く
に
は
、
貸
し
手
と
借

り
手
の
情
報
収
集
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
域
農
業
者
と
の
座
談
会
や
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
貸
し
手
と
借
り

手
の
情
報
収
集
に
努
め
、
農
業
委
員
会
や
中
間
管
理
機
構
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
機
関
と
情
報
共
有
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(3)
　次
世
代
の
育
成

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
深
刻
さ
を
増
す
中
、
担
い
手
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
意
欲
や
知
識
を
向
上
さ
せ
る
為
、
各
種
技
能
研
修
や
若
手
農
業
者
と
熟
練

農
業
者
と
の
意
見
交
換
、
課
題
解
決
を
図
る
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
等
、
今
後
共
、
次

世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
家
出
身
者
以
外
か
ら
の
参
入
及
び
農
業
後
継
者
を
増
や
す
た
め
の
取
組
み
と

し
て
、
各
種
補
助
金
制
度
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
千
葉
県
等
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
育
成
セ
ミ
ナ
ー
や
農
業
者
同
士
が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、農
業
委
員
会
、千
葉
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(1)
　農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用

　
各
地
区
の
農
業
委
員
の
他
、
農
業
者
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
遊
休
農

地
（
空
き
農
地
）
の
実
情
を
把
握
す
る
と
共
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
を
通
じ
て
借

り
手
を
募
る
な
ど
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

柏
市
で
は
、
中
間
管
理
機
構
や
千
葉
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
担
い
手

の
農
地
集
積
を
進
め
て
お
り
、
平
成
30
年
度
末
時
点
で
１
２
４
．
３
ｈ
ａ
の
農
地
を
中
間

管
理
機
構
を
通
じ
て
担
い
手
へ
集
積
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
農
業
委
員
会
を

は
じ
め
、
千
葉
県
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
遊
休
農
地

の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(2)
　有
効
利
用
策
の
検
討

　
借
り
手
の
い
な
い
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
市
民
農
園
な
ど
の
活
用
法
を
検
討
す
る
な

ど
、
他
市
の
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
、
積
極
的
に
有
効
利
用
の
方
策
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 
こ
れ
ま
で
に
、
遊
休
農
地
に
ひ
ま
わ
り
を
植
栽
し
、
ひ
ま
わ
り
畑
と
い
う
新
た

な
地
域
の
魅
力
を
作
り
出
す
と
と
も
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
か
ら
油
を
精
製
し
て
地
域
の
産

品
と
す
る
取
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
視
点
か
ら
遊
休
農
地
の

有
効
利
用
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

2

　遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

回 

答

回 

答
回 

答
回 

答

回 

答

農地を貸したい方、借りたい方 募集しています

−
−

●
農
業
か
ら
の
引
退
を
考
え
て
い
る
。

●
相
続
し
た
農
地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
。

●
水
田
を
や
め
て
畑
に
専
念
し
た
い
。
等
々

何
ら
か
の
事
情
で
農
地
を
貸
し
出
し
た
い
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
社
団
法
人
千
葉

県
園
芸
協
会
）
が
農
地
の
借
り
手
を
探
し
、
賃

料
支
払
い
等
の
仲
介
を
行
い
ま
す
。

出
し
手
は
、
地
域
の
農
地
の
一
定
割
合
（
２

割
超
）
を
機
構
に
貸
し
出
す
場
合
、
個
人
が
一

定
の
要
件
（
連
続
し
た
２
筆
以
上
の
農
地
を
貸

す
）
を
満
た
す
場
合
、
離
農
す
る
場
合
な
ど
、

協
力
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

担
い
手
は
、
機
構
か
ら
ま
と
ま
っ
た
農
地
を

借
り
て
集
約
化
で
き
る
他
、
出
し
手
が
複
数
の

場
合
で
あ
っ
て
も
契
約
は
機
構
と
結
ぶ
だ
け
で

賃
借
料
支
払
い
の
事
務
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

耕
作
し
き
れ
な
い
農
地
を
貸
し
出
し
た
い

方
、
農
地
を
借
り
て
規
模
拡
大
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
、
先
ず
は
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

農
地
中
間
管
理
機
構

（
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会
）

電
話

０
４
３

２
２
３

３
０
１
１

農地中間管理機構

（千葉県園芸協会）

借受貸付

農業用ビニールの捨て方
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

柏
市
役
所

農
政
課

電
話

０
４

７
１
６
７

１
１
４
３

廃
棄
物
政
策
課

電
話

０
４

７
１
６
７

１
１
４
０

使
用
済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
は
、
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
と
し
て
ご
み
集
積
所
に
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
ご
み

集
積
所
に
出
さ
れ
た
場
合
、
違
反
ご
み
と

し
て
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
誤
っ
て
清

掃
工
場
な
ど
に
搬
入
さ
れ
る
と
、
そ
の
除

去
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
て
お

り
、
作
業
効
率
に
悪
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
を
捨
て
る
際
は
、

柏
市
園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協
議

会
も
し
く
は
産
業
廃
棄
物
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

機械に絡みついた農業用ビニールを除去しているところ

視察研修報告

（３） （４）

(2)
　優
良
農
地
の
保
全
及
び
基
盤
強
化

　
優
良
農
地
の
生
産
性
を
高
め
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
地
の
浸
水
被
害
等
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
手
賀
沼
周
辺
の
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
や
北
部
地
区
に
お
け
る
江

川
土
地
改
良
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
近
隣
自
治
体
と
も
連
携
し
、
そ
の
推
進
を
国
や
県
に

働
き
か
け
、
農
業
者
が
安
心
し
て
耕
作
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　

 

手
賀
沼
や
利
根
川
周
辺
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
用
水
路
や
揚
排
水
機
場
と
い
っ

た
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
農
業
施
設
の
基
盤
整
備
の
強
化
や
更
新
を
計
画
的
に

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
近
隣
自
治
体
や
土
地
改
良
区
等
と
連
携
し
、
基

盤
強
化
が
適
切
に
図
ら
れ
る
よ
う
国
・
県
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
で
、
農
地
の
生
産
性

を
高
め
、
農
業
者
が
安
心
し
て
耕
作
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(3)
　ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　
物
流
の
発
展
に
よ
っ
て
多
様
な
品
目
が
市
場
に
飽
和
す
る
中
、
柏
市
産
の
農
産
物
の
差

別
化
を
図
り
、
付
加
価
値
を
高
め
る
施
策
を
講
じ
る
と
共
に
、
農
産
物
の
安
全
性
や
品
質

向
上
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
業
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
柏
市
産
農
産
物
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
啓
発
品
等
を
広
く
内
外
に
配
布
し
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
で
、
柏
市
産
農
産
物
の
認
知
度
の

向
上
を
図
り
、
地
産
地
消
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
農
産

物
の
定
期
的
な
放
射
線
測
定
を
行
い
、
柏
市
産
農
産
物
の
安
全
性
を
消
費
者
に
お
知
ら
せ

し
て
い
く
と
と
も
に
、
農
薬
の
適
正
使
用
な
ど
、
農
業
者
や
農
業
協
同
組
合
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(4)
　食
育
の
普
及

　
地
産
地
消
の
推
進
の
他
、
健
康
や
農
業
な
ど
、
多
面
的
な
関
心
を
喚
起
す
る
食
育
に
つ

い
て
、
柏
市
産
の
農
産
物
普
及
の
み
な
ら
ず
、
次
世
代
を
担
う
農
業
者
育
成
の
観
点
か
ら

も
、
公
民
学
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
そ
の
一
層
の
普
及
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　

 

現
在
、
保
健
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
、
市
内
の
学
校
・
保
育
園
・

病
院
等
市
内
施
設
の
栄
養
士
等
に
向
け
た
、
柏
の
農
業
に
関
す
る
研
修
会
の
他
、
小
学
生

の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
柏
の
農
と
の
ふ
れ
あ
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
作
成
、
農
業
者
に

よ
る
小
学
校
へ
の
出
前
講
座
な
ど
、
柏
の
農
業
の
特
徴
や
魅
力
、
課
題
に
つ
い
て
伝
え
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
事
業
者
及
び
教
育
機
関
と
も
連
携
し
、
市

内
小
学
生
や
幼
稚
園
児
を
対
象
に
、
稲
刈
り
や
さ
つ
ま
い
も
収
穫
体
験
と
い
っ
た
、
子
供

が
農
業
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
多
様
な
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
食
育
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

回 

答
回 

答
回 

答

(3)
　解
消
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

　
遊
休
農
地
や
自
作
地
に
近
接
す
る
遊
休
農
地
を
借
り
受
け
て
耕
作
管
理
す
る
場
合

な
ど
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
自
主
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
農
業
者
に
対
し
て
支
援

を
行
い
、遊
休
農
地
の
解
消
及
び
生
産
性
の
拡
大
を
図
ら
れ
る
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

柏
市
に
お
い
て
も
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
新
た
な
遊
休
農
地
の

発
生
等
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
自
主
積
極
的
な
取
り

組
み
を
行
う
農
業
者
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
、
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の
各
種
補

助
金
制
度
の
活
用
を
通
じ
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
所
管
す
る
農
業
委
員
会
と
連
携
し
、
遊
休
農
地
に
隣
接
す
る
農
地
の

耕
作
者
や
地
域
の
担
い
手
等
に
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
遊
休

農
地
の
解
消
だ
け
で
な
く
生
産
性
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

(1)
　支
援
策
の
紹
介
と
地
域
交
流

　
新
規
就
農
者
や
農
地
所
有
適
格
法
人
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
国
や
県
、

関
係
機
関
に
よ
る
適
切
な
支
援
策
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
既
存
農
業
者
と
の
交
流
の

場
を
設
け
る
な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
新
規
参
入
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
、
こ

れ
か
ら
も
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
家
出
身
者
以
外
の
方
の
新
規
参
入
を
促
進
す
る
な
ど
、
新
た
な
担
い
手
の

確
保
は
重
要
な
施
策
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
新
規
就
農
相
談
が
あ
っ
た

際
に
は
、
農
業
大
学
校
で
の
研
修
の
ご
案
内
は
も
と
よ
り
、
既
存
農
業
者
と
の
繋
が

り
を
持
ち
な
が
ら
実
践
的
な
農
業
研
修
が
行
え
る
よ
う
、
新
規
就
農
者
と
市
内
農
家

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
就
農
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
農
業
委
員
会
、
農
業
事
務
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
就
農
後
も
安

心
し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

(1)
　農
業
振
興
地
域
・
農
用
地
区
域
の
再
検
討

　
農
業
地
域
を
保
全
・
形
成
し
、
公
共
投
資
そ
の
他
農
業
振
興
に
関
す
る
施
策
の
推

進
を
目
的
と
し
た
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
上
の
農
地
区
分
に
つ
い
て
、
そ
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、指
定
区
域
の
調
査
並
び
に
見
直
し
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
や
時
世
の
流
れ
に

即
し
た
農
業
振
興
地
域
及
び
農
用
地
区
域
の
設
定
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
今
後
５
年
間
の
農
業
政
策
の
方
向
性
を
定
め
る
「
柏
市
都
市
農
業
振
興

計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、当
該
計
画
の
策
定
と
合
わ
せ
、

指
定
区
域
の
調
査
・
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

4

　そ
の
他

3

　新
規
参
入
の
促
進

回 

答
回 

答
回 

答

賃借料情報

農業委員・農地利用最適化推進委員による調査

遊休農地（利用状況）調査結果

※１ データ数は集計に用いた筆数である。

※２ 賃貸料を物納支給（水稲）としている場合は、 当たり 円に換算している。

※３ 金額は算出結果を四捨五入し、 円単位としている。

※４ 柏市平均（参考）の平均額は、各区分の平均値をデータ数により加重平均した値である。

※５ 必要データ数を 件以上としている為、数値が出ていない地域がある。

平均額 最高額 最低額 データ数

基盤整備地域 22,000円 22,500円 15,000円 92

未整備地域 ― ― ― 0

基盤整備地域 22,400円 22,500円 20,000円 96

未整備地域 ― ― ― 0

22,200円 ― ― 188

平均額 最高額 最低額 データ数

基盤整備地域 13,300円 22,500円 5,000円 11

未整備地域 16,000円 20,000円 8,600円 14

基盤整備地域 19,900円 20,000円 19,800円 18

未整備地域 16,900円 27,200円 6,700円 16

16,500円 ― ― 59

旧沼南町地域

柏市平均（参考）

旧柏市地域

旧沼南町地域

締結（公告）された地域名

１　田（水稲）の部

柏市平均（参考）

２　畑（普通畑）の部

締結（公告）された地域名

旧柏市地域

（単位面積：㎡） 表内（ ）は農用地区域内

農
業
委
員
会
で
は
毎

年
、
遊
休
農
地
（
利
用
状

況
）
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

遊
休
農
地
を
確
認
後
、

所
有
者
へ
意
向
調
査
を
行

い
、
今
後
の
利
用
の
意
思

や
農
地
中
間
管
理
機
構
へ

の
貸
付
希
望
等
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

農
地
の
所
有
者
は
農
地

を
適
正
に
管
理
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

柏 158 （9） 53,482 （4,013） 25 （0） 8,408 （0） 183 （9） 61,890 （4,013）

田中 14 （0） 12,196 （0） 19 （5） 18,552 （9,392） 33 （5） 30,748 （9,392）

土 10 （6） 8,174 （6,294） 12 （0） 9,297 （0） 22 （6） 17,471 （6,294）

富勢 19 （8） 21,058 （10,871） 30 （23） 46,475 （40,553） 49 （31） 67,533 （51,424）

風早 89 （49） 71,774 （41,504） 35 （9） 36,489 （9,325） 124 （58） 108,263 （50,829）

手賀 274 （128） 171,742 （99,297） 154 （8） 95,543 （5,246） 428 （136） 267,285 （104,543）

合計 564 （200） 338,426 （161,979） 275 （45） 214,764 （64,516） 839 （245） 553,190 （226,495）

合計

筆数 面積
地区

筆数 面積

田 畑

筆数 面積

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で
に
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ

当
た
り
）は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。



（５） （２）

　
令
和
元
年
10
月
10
日
（
木
）・
11
日
（
金
）

両
日
、
国
際
農
業
資
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
幕
張

メ
ッ
セ
）
、
全
農 

営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
（
平

塚
市
）
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
御
殿
場
（
御
殿
場

市
）
に
お
い
て
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
に
よ
る
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
柏
市
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
農
業
従
事

者
が
減
少
す
る
中
、
今
後
一
層
効
率
的
な

農
業
経
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、
最
先

端
の
農
機
具
や
耕
作
技
術
に
つ
い
て
、
幅

広
い
知
見
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
市
の
農
業
政
策

に
対
す
る
要
望
は
、
従
来
の
「
建
議
」
か

ら
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
係
る
「
意

見
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11
月
21
日
、
農
業
委
員
会
（
染

谷
茂
会
長
）
よ
り
柏
市
（
秋
山
浩
保
市
長
）

へ
提
出
さ
れ
た
「
意
見
」
並
び
に
柏
市
か

ら
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

農地利用最適化推進施策に係る意見

1

　担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

(1)
　地
域
情
報
の
収
集
と
共
有

　
各
地
域
の
農
業
者
と
積
極
的
に
情
報
交
換
し
、
農
地
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
等
、

健
全
な
農
業
経
営
の
実
現
と
的
確
な
支
援
実
施
に
資
す
る
必
要
な
情
報
を
収
集

し
、
引
き
続
き
関
係
機
関
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
の
地
域
農
業
を
担
う
農
業
者
に

農
地
を
集
積
・
集
約
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
施
策
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
中
間
管
理
機
構
を
は
じ
め
、
農
業
委
員
会
、
東
葛
飾
農
業
事

務
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
、
地
域
の

状
況
等
農
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
促
進
に
繋

が
る
よ
う
、関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
及
び
情
報
共
有
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(2)
　担
い
手
（
貸
し
手
と
借
り
手
）
情
報
の
共
有

　
年
々
減
少
を
続
け
る
農
地
の
生
産
性
を
高
め
、
効
率
的
な
経
営
を
実
現
す
る

為
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
貸
し
手
と
借
り
手

の
情
報
を
必
要
な
範
囲
で
、
こ
れ
か
ら
も
共
有
で
き
る
環
境
を
整
備
さ
れ
る
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
を
進
め
て
い
く
に
は
、
貸
し
手
と
借

り
手
の
情
報
収
集
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
域
農
業
者
と
の
座
談
会
や
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
貸
し
手
と
借
り

手
の
情
報
収
集
に
努
め
、
農
業
委
員
会
や
中
間
管
理
機
構
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
機
関
と
情
報
共
有
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(3)
　次
世
代
の
育
成

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
深
刻
さ
を
増
す
中
、
担
い
手
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
意
欲
や
知
識
を
向
上
さ
せ
る
為
、
各
種
技
能
研
修
や
若
手
農
業
者
と
熟
練

農
業
者
と
の
意
見
交
換
、
課
題
解
決
を
図
る
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
等
、
今
後
共
、
次

世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

農
家
出
身
者
以
外
か
ら
の
参
入
及
び
農
業
後
継
者
を
増
や
す
た
め
の
取
組
み
と

し
て
、
各
種
補
助
金
制
度
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
千
葉
県
等
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
育
成
セ
ミ
ナ
ー
や
農
業
者
同
士
が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、農
業
委
員
会
、千
葉
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(1)
　農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用

　
各
地
区
の
農
業
委
員
の
他
、
農
業
者
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
遊
休
農

地
（
空
き
農
地
）
の
実
情
を
把
握
す
る
と
共
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
を
通
じ
て
借

り
手
を
募
る
な
ど
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

柏
市
で
は
、
中
間
管
理
機
構
や
千
葉
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
担
い
手

の
農
地
集
積
を
進
め
て
お
り
、
平
成
30
年
度
末
時
点
で
１
２
４
．
３
ｈ
ａ
の
農
地
を
中
間

管
理
機
構
を
通
じ
て
担
い
手
へ
集
積
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
農
業
委
員
会
を

は
じ
め
、
千
葉
県
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
遊
休
農
地

の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(2)
　有
効
利
用
策
の
検
討

　
借
り
手
の
い
な
い
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
市
民
農
園
な
ど
の
活
用
法
を
検
討
す
る
な

ど
、
他
市
の
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
、
積
極
的
に
有
効
利
用
の
方
策
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

こ
れ
ま
で
に
、
遊
休
農
地
に
ひ
ま
わ
り
を
植
栽
し
、
ひ
ま
わ
り
畑
と
い
う
新
た

な
地
域
の
魅
力
を
作
り
出
す
と
と
も
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
か
ら
油
を
精
製
し
て
地
域
の
産

品
と
す
る
取
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
視
点
か
ら
遊
休
農
地
の

有
効
利
用
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

2

　遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

回 

答

回 

答
回 

答
回 

答

回 

答

農地を貸したい方、借りたい方 募集しています

−
−

●
農
業
か
ら
の
引
退
を
考
え
て
い
る
。

●
相
続
し
た
農
地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
。

●
水
田
を
や
め
て
畑
に
専
念
し
た
い
。
等
々

何
ら
か
の
事
情
で
農
地
を
貸
し
出
し
た
い
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
社
団
法
人
千
葉

県
園
芸
協
会
）
が
農
地
の
借
り
手
を
探
し
、
賃

料
支
払
い
等
の
仲
介
を
行
い
ま
す
。

出
し
手
は
、
地
域
の
農
地
の
一
定
割
合
（
２

割
超
）
を
機
構
に
貸
し
出
す
場
合
、
個
人
が
一

定
の
要
件
（
連
続
し
た
２
筆
以
上
の
農
地
を
貸

す
）
を
満
た
す
場
合
、
離
農
す
る
場
合
な
ど
、

協
力
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

担
い
手
は
、
機
構
か
ら
ま
と
ま
っ
た
農
地
を

借
り
て
集
約
化
で
き
る
他
、
出
し
手
が
複
数
の

場
合
で
あ
っ
て
も
契
約
は
機
構
と
結
ぶ
だ
け
で

賃
借
料
支
払
い
の
事
務
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

耕
作
し
き
れ
な
い
農
地
を
貸
し
出
し
た
い

方
、
農
地
を
借
り
て
規
模
拡
大
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
、
先
ず
は
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

農
地
中
間
管
理
機
構

（
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会
）

電
話

０
４
３

２
２
３

３
０
１
１

農地中間管理機構

（千葉県園芸協会）

借受貸付

農業用ビニールの捨て方
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

柏
市
役
所

農
政
課

電
話

０
４

７
１
６
７

１
１
４
３

廃
棄
物
政
策
課

電
話

０
４

７
１
６
７

１
１
４
０

使
用
済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
は
、
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
と
し
て
ご
み
集
積
所
に
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
ご
み

集
積
所
に
出
さ
れ
た
場
合
、
違
反
ご
み
と

し
て
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
誤
っ
て
清

掃
工
場
な
ど
に
搬
入
さ
れ
る
と
、
そ
の
除

去
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
て
お

り
、
作
業
効
率
に
悪
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
を
捨
て
る
際
は
、

柏
市
園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協
議

会
も
し
く
は
産
業
廃
棄
物
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

機械に絡みついた農業用ビニールを除去しているところ

視察研修報告
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【
お
申
し
込
み
先
】

柏
市
農
業
委
員
会
事
務
局

柏
市
柏
５
丁
目
１
０
番
１
号

柏
市
役
所

別
館
４
階

藤
心
で
カ
ブ
作
り
に
取
り
組
む
金
子
恭
久
さ
ん
は
、
大
学
卒
業

を
機
に
家
業
で
あ
る
農
業
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
今
年
で
14
年
。

に
付
け
て
い
っ
た
金
子
さ
ん
で
す
が
、
今
で
は
市
場
関
係
者

の
評
価
も
高
く
、
年
間
２
０
０
日
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
荷
を
続
け

て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
は
「
食
味
」
と
「
鮮
度
」
。
優
良
な
カ
ブ
を
均
質
に

安
定
し
て
出
荷
す
る
為
、
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
は
特
に
気
を
付

け
て
い
る
と
の
こ
と
。
永
年
培
っ
て
き
た
信
頼
が
一
番
の
財
産
で

あ
り
、
喜
び
と
言
い
ま
す
。
今
後
は
雇
用
を
増
や
し
、
畑
を
拡
大

し
て
経
営
を
伸
ば
し
た
い
と
語
る
金
子
さ
ん
。
頑
張
っ
た
分
だ
け

認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
農
業
の
魅
力
と
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

新
し
く
農
業
を
始
め
ら
れ
る
方
に
向
け
て
「
柏
は
市
場
や
道
の

駅
も
近
く
、
販
路
も
多
い
こ
と
か
ら
、
作
り
た
い
野
菜
を
作
る
こ

と
が
出
来
る
良
い
環
境
。
周
り
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
是
非

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
」
と
応
援
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

柏
の
野
菜
が
今
以
上
に
ブ
ラ
ン
ド
力
を
付
け
て
、
市
外
か
ら
も

買
い
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
将
来
を
語
る
金
子
さ
ん

の
夢
は
大
き
く
、
そ
の
力
強
い
眼
差
し
が
印
象
的
で
し
た
。

〜 金
かね

子
こ

恭
たか

久
ひさ

さ ん 〜

藤心で高品質なカブを生産する若手の雄

金子さんが心を込めて育てたカブ

始
ま
り
こ
そ
お
父
様
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
手
探
り
で
技
術
を
身

か
ら

全国農業新聞で情報収集 令和２年産

たけのこ販売

柏
市
農
業
委
員
会
の
総
会
等
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
申
請
締
切
日
は
原
則
と

し
て
毎
月
２
５
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は

前
日
）
と
な
り
ま
す
。

な
お
申
請
は
余
裕
を
も
っ
て
締
切
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
事
前
ご
相
談
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 会場は市役所 別館４階 第５会議室を予定していますが、

変更となる場合もあります。

※ 市街化区域の転用届は随時（平日午後４時３０分まで）

受付しています。

令和２年度 農業委員会総会等の日程

令和２年 　３月２５日（水） 　４月　６日 （月） 　　４月　　７日 （火） 　４月１０日 （金）

〃 　４月２０日（月） 　４月３０日 （木） 　　５月　　１日 （金） 　５月　８日 （金）

〃 　５月２５日（月） 　６月　１日 （月） 　　６月　　２日 （火） 　６月　８日 （月）

〃 　６月２５日（木） 　７月　６日 （月） 　　７月　　７日 （火） 　７月１０日 （金）

〃 　７月２２日（水） 　８月　３日 （月） 　　８月　　４日 （火） 　８月　７日 （金）

〃 　８月２５日（火） 　９月　２日 （水） 　　９月　　３日 （木） 　９月　８日 （火）

〃 　９月２５日（金） １０月　５日 （月） １０月　　６日 （火） １０月　９日 （金）

〃 １０月２３日（金） １１月　４日 （水） １１月　　５日 （木） １１月１０日 （火）

〃 １１月２５日（水） １２月　２日 （水） １２月　　３日 （木） １２月　９日 （水）
令和２年/令和３年 １２月１７日（木） １２月２４日 （木） １２月２５日 （金） 　１月　８日 （金）

令和３年 　１月２５日（月） 　２月　１日 （月） 　　２月　　２日 （火） 　２月　５日 （金）

〃 　２月２５日（木） 　３月　４日 （木） 　　３月　　５日 （金） 　３月　９日 （火）

〃 　３月２５日（木） 未定 未定 未定

面接調査現地調査
総会日程申請締切日

調査会日程

●
毎
週
金
曜
発
行

●
月
額
７
０
０
円

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
全
国
農

業
会
議
所
が
発
行
す
る
農
家
の

皆
さ
ん
の
為
の
専
門
紙
で
す
。

最
新
の
役
立
つ
情
報
が
満
載

さ
れ
た
「
全
国
農
業
新
聞
」
を

購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

出
荷
及
び
販
売
の
流
れ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

今
春
に
県
が
柏
市
内
で
実
施
す
る
出
荷
前
検
査
（
無
作
為
に

１
ヶ
所
）
の
結
果
が
基
準
値
（
１
０
０

／

）
以
下
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
次
第
、
出
荷
可
能
で
す
（
こ
れ
ま
で
市
で
未

検
査
の
竹
林
を
含
む
）
。
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

柏
市
役
所

農
政
課

電
話

０
４

７
１
６
７

１
１
４
３


